
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のＱ＆Ａ：【離職理由の変更の申し出について教えてください】 

機械部品の製造会社を営んでいます。入社半年を過ぎた 28 歳の従業員が、退職を申し出てきました。しか

しその後、雇用保険の加入が１年に満たないと失業給付が出ないことをネットで調べて知った本人が「迷惑

を掛けないから離職理由を会社都合にしてほしい」と言ってきました。応じても問題はないのでしょうか。 

迷惑を掛けないと言っておきながら、離職後に前言を翻して不当解雇と主張し解雇手当不支給を申告した事

例があります。離職理由を自分の都合の良いものに変えるよう申し出ていますが、 

明らかな不正行為なので決して応じてはいけません。雇用保険法では事業主が離職 

理由について虚偽の記載を行う等、偽りその他不正の行為をした場合、不正に受給 

した者と連帯して不正受給金の返還、納付命令、詐欺罪等として刑罰に処せられる 

場合があります。また当該従業員についても不正に受給した金額の返還と、さらに 

これに加え一定の金額の納付を命ぜられ、詐欺罪等で処罰されることがあります。 

７月号 VOL．085 

今月のキーワード：【紙幣】 
二千円札は２０００年７月に発行されました。も

う四半世紀が経つのですね。「紙幣」は“bill”“note”

“banknote”などといいます。「この紙幣を硬貨

に両替してもらえますか？」は“Can you change 

this bill into coins?”、「ポンド紙幣にはチャール

ズ国王の肖像が描かれている」は“Pound notes 

feature the portrait of King Charles.”です。日

本の紙幣はミツマタが原料の紙でできています

が、外国では高い耐久性などの利点がある「ポリ

マー紙幣」“polymer banknotes”が増えています。 
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今年は昭和元年からちょうど 100 年目。激動の時代を経て令和の世を迎え、テクノロジーが生活を一変させ

ても、人々の悩みや喜怒哀楽といった感情の機微はそう変わっていないように思います。進歩の速さの中で

見失いがちな人間の本質的な部分に目を向けること。そこに、時代を超える知恵が宿るのかもしれませんね。 

【役に立たないと感じるのは今だけかも】 

この本は読者の役に立つことを願って書いたが、

役に立たないと思った人もいるかもしれない。し

かし「おそらく“役に立たない”と感じるのは今

現在だけに過ぎない気がしないでもない」。時間が

経てば「何らかの収穫が生じる可能性は低くない

と思います」。精神科医で作家の春日武彦氏は著書

『こころの違和感 診察室』の前書きでこうつづっ

ていました。著者のああでもない、こうでもない

的な文章が面白くて笑ってしまいましたが、確か

に、心の問題は生活のちょっとした困り事とは違

って「この情報が役に立ちそうだ」「これで解決だ」

とはなりにくいのでしょう。今は「役に立つ」情

報が山ほど手に入るために賢くなった気がします

が、それは知恵を蓄えることとは違うのかもしれ

ません。白黒つかないことや、難しいこと、複雑

なことをゆっくり考えることが、先々役に立つか

もしれないと、著者の言葉を読んで考えました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の商売のヒント：【心を動かす「ストーリー」の力】 

昭和の高度成長期を代表する「三種の神器」といえば、白黒テレビ、

電気洗濯機、電気冷蔵庫。夢の家電製品として多くの家庭が憧れて

いたのは、その機能性や利便性が豊かさを象徴していたからでしょ

う。何事も効率重視。すぐに「利益は？費用対効果は？」と問われ

た古き良き昭和の時代。しかしその効率重視の価値観は、今や大き

く変わりました。モノと情報であふれかえった令和の時代に差別化

を図るには、利便性や機能、価格競争だけではとても適いません。

今どきのキーワードは「ストーリー」なのです。顧客の心に響くス

トーリーを、商品やサービスにどのようにしてまとわせるかが鍵と

なります。例えば、大阪府大阪市で数十年来ハンコの町工場を営ん 

できた岡田商会が手がけた「ねこずかん」 

は、猫のイラストに名前を入れることが 

できる印鑑で、累計 13 万本を超える売り 

上げを記録しています。ヒットの要因は 

単なる可愛らしさだけではありません。 

「わが家の愛しい猫の名前が印鑑にな

る」という個人的なストーリーが、猫好きの琴線に触れたようです。

そこに湧き上がる温かい感情や懐かしい思い出が消費者の心に刺

さったようです。「好き」をつくる町工場を自認している岡田商会

のモットーは「義務を、遊びに。」小さな会社だからこそできる、顧

客一人ひとりの感情に寄り添う視点がクチコミを呼び、熱烈なファ

ンを生み出す原動力となっているのでしょう。モノがあふれかえる

現代、人々の心を動かす「小さなストーリー」こそが、競争を勝ち

抜くための最強の武器となる。岡田商会の挑戦は、その事実を私た

ちに教えてくれます。 

今月の気になっていたあの言葉：【人権デュー・ディリジェンス】 

企業が自社の事業活動や取引先における人権侵害リスクを調査し、予防策を講じる仕組みを指す。第三者や専

門機関が、ハラスメントや過度な低賃金、性別による差別などのリスクを特定し、予防や軽減策を図り結果を

検証・公表する。日本政府は人権尊重ガイドラインを策定し、企業に対して周知・啓発活動を推進している。 

事務所公式 LINE を始めました。 

法改正など必要な情報を短い動画

で配信していきます。 

ぜひ登録してください！ 

就業規則・給与計算・有休の相談などなら 

社会保険労務士・行政書士 中奥事務所  

〒668-0024  

兵庫県豊岡市寿町５－３   

電話：0796-24-8677  

ＦＡＸ：0796-24-8678       


